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子
ど
も
た
ち
が
減
っ
て
い
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
、
ご
存
じ
で
す
か
？
　
下
の
グ
ラ
フ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
の
こ
ろ
に
は
二
百
万
人
を
超
え
て
い
た

出
生
数
が
、
三
十
年
後
の
平
成
十
五
年
に

は
、
百
十
万
人
ほ
ど
と
半
数
近
く
ま
で
減

っ
て
い
ま
す
。
第
三
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
そ
う
な
気
配
も
、
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
元
年
に
は
全
国
の
「
合
計
特
殊
出

生
率
」
が
、
一
・
五
七
。
ひ
の
え
う
ま
の

年
だ
っ
た
昭
和
四
十
一
年
の
一
・
五
八
よ

り
も
低
く
な
り
、「
少
子
化
」
が
広
く
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十

五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
二
九
と

な
り
、
少
子
化
の
傾
向
は
さ
ら
に
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
川
越
市
で
は

一
・
一
七
と
、
全
国
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
だ
と
、
百
年
後
に
は
日
本
の
人

口
が
半
減
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
の
働
き
手
で
あ
る
子
ど
も
が
減
る

と
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
社
会
保
障
な
ど
の

負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
で
は
今
後
、
日
本
社
会
を
担
う
世
代
が
、

希
望
を
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
五
千
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
需

要
の
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
子
育
て
に

対
す
る
不
安
の
声
を
多
く
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
と
、
平
成
十
五
年
七

月
に
国
が
制
定
し
た
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
」
の
趣
旨
を
受
け
て
、
今
年

度
か
ら
「
か
わ
ご
え
子
育
て
プ
ラ
ン
（
川

越
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
）」

に
基
づ
く
、
市
独
自
の
子
育
て
支
援
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＊
「
合
計
特
殊
出
生
率
」
と
は
、
十
五
歳

か
ら
四
十
九
歳
ま
で
の
女
性
の
年
齢
別
出

生
率
を
合
計
し
た
も
の
で
、
一
人
の
女
性

が
一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
数
に
相
当

し
ま
す
。
現
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
な
数
値
は
、
二
・
〇
八
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

子
育
て
を
支
え
る
、
ま
ち
へ

「
か
わ
ご
え
子
育
て
プ
ラ
ン
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
こ
ど
も
家
庭
課
管
理
係
・
℡
内
線
２
５
８
１

数字で見る、少子化の影響

労働力人口の減少…平成13年・6,752万人 静 同37年・6,296万人

60歳以上の労働者が労働力人口に占める割合…平成13年・13.7％ 静 同37年・19.6％

社会保障に係る負担…平成14年・82兆円 静 同37年・182兆円

（対国民所得比）…平成14年・22.5％ 静 同37年・32.5％

国民負担率…平成15年・36.1％ 静 同37年・52.5％

＊国民負担率…国民所得に対する租税負担と社会保障負担の割合の合計

平成９年・厚生省（現在の厚生労働省）人口問題審議会報告を基に作成
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万人 昭和48年・2,091,983人

平成15年・1,123,610人

平成16年度版・厚生労働省「少子化対策関係資料集」より

日本における出生数の推移
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計
画
の
柱
は
子
ど
も
・
親
・
地
域

子
ど
も
は
、
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ず
、

親
の
手
を
借
り
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

親
も
子
育
て
を
通
し
て
、
成
長
し
ま
す
。

核
家
族
化
に
よ
り
、
直
接
祖
父
母
か
ら
教

え
て
も
ら
う
機
会
が
減
っ
た
今
、
子
育
て

を
支
え
る
の
は
地
域
。
近
く
に
い
る
人
た

ち
に
見
守
ら
れ
て
、
子
ど
も
は
い
っ
そ
う

た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て

川越子育てプランの基本理念・基本目標・重点施策

基本目標

目標３・子育ての喜びを実
感し、子どもとともに成
長できる機会の充実

目標１・子どもと
親の豊かな健康
づくりの推進

目標２・心身の健やかな成長に
資する教育環境づくりの推進

目標４・仕事と子育ての両
立を支援する施策の充実

目標５・子育てを
地域で支える仕
組づくりの推進

目標６・要支援児童への
きめ細かな取組の推進

目標７・子ども等にや
さしく、安全・安心
なまちづくりの推進

重点施策

乳幼児健診$母親学級・両親学
級$育児関連講座等への協力$
未熟児・長期療養児訪問指導$
乳幼児医療費の助成$地域活動
栄養士会との協働

川越市教職員研修事業$指
導方法の工夫改善・少人数
学級$川越市子ども読書活
動推進計画の策定・推進$
家庭教育講座$総合型地域
スポーツクラブ

つどいの広
場$イベン
ト等への参
加促進

育児休業取得等の推進・啓発
$一般事業主との連絡協議会

学童保育事業$病後児保育事業$一時保育事業$特定保育事業$地域
子育て支援センター事業$保育所による地域子育て支援事業$ファミ
リーサポートセンター事業$通常保育事業$延長保育事業$統合保育
事業$土曜保育事業$産休明け保育事業$公立保育所の運営方針の検
討$法人立保育所への支援$認可外保育施設への助成制度$保育サー
ビス評価の仕組の導入検討$認証保育所制度の検討$地域子どもサポ
ート推進事業$子育てネットワーク事業$育児サークル支援

公共施設等
のバリアフ
リー化$交
通安全教育
$川越市防
犯のまちづ
くり基本方
針に基づく
各種施策

育児家庭支援事業$
児童虐待防止ネット
ワーク会議$肢体不
自由児認可通園施設

太字は、この企画記
事で紹介しています

乳幼児健診（写真は４か月児健診）
身体や精神の発育状態をみて、子どもの健全な育成を図ります。また相

談体制を強化するため、４か月児健診に助産師、１歳６か月児健診には栄
養士を新たに配置しました。保護者の育児に関する不安や悩みの解消の場
としての機能も充実させています。乳幼児健診については、総合保健セン
ター母子保健係（℡229－4125）が該当する方に郵送で通知しています。

子
ど
も
を
通
し
て
、
地
域
は
き
ず
な
を
強

め
、
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。

か
わ
ご
え
子
育
て
プ
ラ
ン
で
は
、
子
ど

も
・
親
・
地
域
を
計
画
の
柱
に
据
え
ま
し

た
。
同
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
と
基
本
目
標

は
、
下
の
図
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
企
画

記
事
で
は
、
基
本
目
標
ご
と
に
あ
る
重
点

施
策
の
中
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。
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■
子
育
て
を
支
え
る
、
ま
ち
へ
■

母
親
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

母
親
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
子
育
て
は

不
安
が
い
っ
ぱ
い
。
し
か
も
、
子
育
て
中

の
母
親
は
、
地
域
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
一
日
じ
ゅ
う
、
母
子
二
人
だ

け
で
過
ご
し
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で

す
。
育
児
の
不
安
を
誰
に
も
相
談
で
き
ず

に
い
る
と
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、
子

ど
も
に
も
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

昨
年
度
、
名
細
保
育
園
に
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
で
は
、
電
話
や
来
所
で
の
相
談
や

子
育
て
に
関
す
る
講
座
・
サ
ー
ク
ル
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
名
細
保
育
園
と

今
成
保
育
園
に
は
、
就
園
前
の
子
ど
も
が

同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
母
親
ど

う
し
が
交
流
で
き
る
子
育
て
支
援
室
が
あ

り
ま
す
。
き
ょ
う
も
親
子
の
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
現
在
、
法
人

立
保
育
園
も
含
め
て
四
か
所
に
あ
る
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
も
う
一
か
所

増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
同
じ
よ
う
な

機
能
を
持
つ
「
つ
ど
い
の
広
場
」
も
、
今

年
度
か
ら
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
子
育
て

支
援
の
場
と
し
て
、
市
内
の
保
育
園
が
世

代
間
交
流
や
育
児
相
談
な
ど
の
地
域
子
育

て
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
主
な
地
域
子
育

て
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
下
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
各
保
育
園
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

市
で
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い
と
思
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
保
育
園
の
定

員
を
増
や
し
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

家
庭
保
育
室
に
つ
い
て
も
、
四
月
か
ら
、

こ
ま
ど
り
保
育
室
（
吉よ

し

田だ

・
℡
２
３
２-

３
４
９
１
）
▼
霞
ケ
関
駅
前
保
育
園
（
霞

か
す
み

ケが

関せ
き

東
ひ
が
し

二
丁
目
・
℡
２
３
２-

８
８
７

７
）
▼
ポ
ニ
ー
保
育
園
（
脇わ

き

田た

本ほ
ん

町
ち
ょ
う

・

℡
２
４
５-

５
７
０
３
）
▼
子
育
て
応
援

サ
ロ
ン
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

エ

ン

ジ

ェ

ル

（
脇
田
本
町
・
℡
２

４
５-

０
４
１
５
）
を
指
定
し
ま
し
た
。

入
室
な
ど
詳
し
く
は
、
各
家
庭
保
育
室
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

七
月
か
ら
は
公
立
保
育
園
二
十
園
で
、

午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
（
高
階
保
育
園

は
午
後
八
時
）
ま
で
の
延
長
保
育
を
実
施
。

子育て支援室（名細保育園）
「家の近くに子どもがいないので、昨年４
月から来ています」「子どもをみんなと遊ば
せることができ、親も子どもの健康や遊び場、
イベントなどの情報交換が楽しみですね。ま
た、ここは外遊びもでき、夏にはプールにも
入れます」「きょう、次回の予約をしました
が、人気があるため１か月後になってしまい
ました。そのため、今成保育園や法人立の保
育園も利用しています。そこで再会する方も
多く、だんだんと顔見知りが増えていきます。
このような施設が、もっと増えてほしいです
ね」と、利用者の皆さんから話を伺いました。

おもちゃを貸せるようになり、拍手喝さいおもちゃを貸せるようになり、拍手喝さいおもちゃを貸せるようになり、拍手喝さい

絵本の読み聞かせや絵本の読み聞かせや絵本の読み聞かせや
人形劇も楽しみです人形劇も楽しみです人形劇も楽しみです

「初めて来ました。楽しいですね」。「初めて来ました。楽しいですね」。「初めて来ました。楽しいですね」。
初めて利用する場合、優先予約ができます初めて利用する場合、優先予約ができます初めて利用する場合、優先予約ができます

保育所による主な地域子育て支援事業（地域子育て支援センターを含む）

下田保育園（℡231－0750）…地域子育て支援センター（金曜日、午前10時
～11時）$電話相談（月～金曜日、午前10時～午後４時）ほか
むさしの保育園（℡233－4193）…交流の場・相談（月～金曜日、午前９時
～正午）$リズム（第１月曜日、午前９時～正午）ほか
増美保育園（℡245－2740）…子育て広場（火・木曜日、午前10時～正午）
$押し花・リース作り教室（年２回予定）
まきば保育園（℡246－8014）…電話相談（金曜日、午後１時～２時）
おおぞら保育園（℡245－6666）…電話相談（月～金曜日、午後１時～４時）
バンビ保育園（℡232－9155）…地域子育て支援センター（火曜日、午前10
時～11時15分）$電話相談（月～金曜日、午前10時～午後４時）
貴精保育園（℡245－1413）…園庭開放（火・木・土曜日、午前10時～正午）
$相談（随時）ほか
高の葉保育園（℡244－4080）…園庭開放・相談（予定）
マーガレット保育園（℡233－8882）…園庭開放・講演会（予定）
芳野保育園（℡225－6451）…相談（火・木曜日、午前９時～正午）ほか
風の子保育園（℡225－1928）…地域子育て支援センター（月～金曜日、午
前９時30分～正午）$０歳児の日（水曜日、午前10時～11時30分）ほか
笠幡菜の花保育園（℡233－1058）…世代間交流・相談・開放保育（月・金
曜日、午前９時～11時30分）
名細保育園（℡231－1967）…地域子育て支援センター・℡233－7551
（月・水曜日、午後２時～４時）$子育て支援室（月・水曜日＝午前９時30
分～正午、火・木・金曜日＝午前９時30分～正午と午後２時30分～４時。
第２・第４金曜日の午前は１歳未満が対象）
今成保育園（℡224－3371）…子育て支援室・℡222－8622（月～金曜日、
午前９時15分～正午と午後２時45分～４時30分）
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ま
た
、
週
に
二
、
三
日
や
午
前
だ
け
子
ど

も
を
預
か
る
な
ど
の
特
定
保
育
に
つ
い
て

も
行
っ
て
い
く
な
ど
、
保
育
に
柔
軟
性
を

持
た
せ
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
迎
え
に
行
く
時
間
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
も
…
…
。
そ
ん
な
時
、
役

立
つ
の
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
。
提
供
会
員
の
皆
さ
ん
が
有
償
で

子
ど
も
を
保
育
園
か
ら
預
か
り
、
提
供
会

員
の
家
で
保
育
し
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
に
は
、
依
頼
会
員
と
し
て
の
登

録
が
必
要
で
す
。
七
月
か
ら
は
相
談
・
申

ファミリー・サポート・センター
上の写真の左から、依頼会員の佐藤佳代さん（27歳・寺尾）、子どもの響

人くん（１歳８か月）、提供会員の三浦保代さん（53歳・清水町）。佐藤さ
んは仕事の都合で３月末から週２回、午前中に１時間半ほど、響人くんを三
浦さんに預けています。「私が車を運転できないこともあり、家の近くの方
に子どもを見てもらいたいと希望しました。みんなそうだと思いますが、子
育ては不安でいっぱいです。三浦さんは４人の子を育て上げたという安心感
があります。これからは子育ての話も聞きたいですね。三浦さんは家族みた
いにしていただいていて、私の母親のようです」と佐藤さん。「４人の子ど
もが独立したら寂しくなってしまい、２年前、提供会員になりました。預か
るのは、響人くんが３人目になります。前の２人の時は保育園のお迎えをし
て、親が来るまで子どもを預かっていました。響人くんくらいの年齢の子を
預かるのは楽しみ。生活に張り合いが出ますね」と三浦さん。

子育てネットワーク事業
「子育てフェスタ」（上）と
「子育てアイデア会議」（右）

子
育
て
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
「
川
越
子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
」
を
偶
数
月
に
発

行
。
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
親
子
が
足
を
運
び

そ
う
な
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
情
報
提
供
を
し
て

い
ま
す
。

http://w
w
w
.kaw

ago
eko
so
date.net/

ま
た
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ど
う
し
が
つ

な
が
り
を
持
つ
機
会
づ
く
り
や
、
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
て
い
な
い
親
子
が
気
軽
に
行
け

る
居
場
所
づ
く
り
も
し
て
い
ま
す
。
市
と

協
働
で
、
親
子
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
も
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
、
こ
ど
も
家
庭
課
の
呼
び

か
け
に
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
や

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り

「
子
育
て
ア
イ
デ
ア
会
議
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
議
が
中
心
と
な
り
、
二

月
二
十
六
日
に
「
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
」
を

実
現
し
ま
し
た
。

今
後
、
市
で
は
子
育
て
に
関
す
る
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・

保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
可
外
保
育
施
設
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
よ
り
確

か
な
情
報
の
発
信
と
子
育
て
支
援
体
制
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
に

少
子
化
は
都
市
化
や
核
家
族
化
が
進

み
、
未
婚
・
晩
婚
化
や
夫
婦
が
あ
ま
り
子

ど
も
を
つ
く
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

原
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

は
、
地
域
に
見
守
ら
れ
、
豊
か
な
環
境
の

中
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
か
わ

ご
え
子
育
て
プ
ラ
ン
で
は
、
福
祉
・
保

健
・
医
療
を
は
じ
め
、
教
育
・
環
境
・
都

市
計
画
な
ど
、
市
が
全
庁
を
あ
げ
て
子
育

て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
育

て
中
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
次
世
代
を

担
う
皆
さ
ん
が
、
笑
顔
で
す
ご
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

＊
「
か
わ
ご
え
子
育
て
プ
ラ
ン
」
は
、
こ

ど
も
家
庭
課
（
本
庁
舎
二
階
）
・
総
合
保

健
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
・
図
書
館
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.kaw

agoe.saitam
a.jp/

請
窓
口
を
、
土
曜
日
も
開
設
し
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
家
庭
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
家

事
援
助
を
行
う
、「
か
わ
ご
え
友
愛
セ
ン

タ
ー
」
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
（
℡
２
２
５-

５
７
０
３
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

子
育
て
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

現
在
、
市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
集

ま
り
、「
川
越
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
結
成
し
て
い
ま
す
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

公正で信頼される市政を推進するため、平成９年８
月に設置された「川越市オンブズマン制度」。市政への
苦情や不服を公正・中立な立場から解決を図るオンブ
ズマンの、平成16年度運営状況をお知らせします。
●苦情申し立ての受け付け状況
平成16年度に受け付けた苦情申し立ては５件です。

●苦情申し立ての処理状況
調査が終了したものは、前年からの繰り越し分４件

を含め９件です。
調査を終了したもの
①申し立ての趣旨に沿ったもの（希望を付記したもの）
仮称仙波河岸史跡公園建設について

～市民と市政の信頼関係を築くために～ 川越市オンブズマン平成16年度運営状況報告
②行政の不備がないもの
分離帯閉鎖工事について$非住居宅地の課税について
$学校開放運営について$大気汚染ガスの調査および
フィルター等取り付けによる汚染ガス濃度の低減化に
ついて$工事に伴う職員の対応について$マンション
の敷金返済先について$自治会での個人情報の取り扱
いについて
調査することが適当でないもの
臨時保育士の待遇改善について
●苦情申し立ての手続き
市政に対する苦情で、申立人自身の直接の利害に関

わるものであれば、どなたでも申し立てることができ
ます。ただし、判決等で確定したものなど、受け付け
られない場合もありますので、あらかじめ広聴広報課
にお尋ねください。申し立ては、広聴広報課（本庁舎
４階）および出張所に備え付けの「苦情申立書」に、
必要事項を記入し提出してください。オンブズマン会
議あてに郵送することもできます。
問い合わせ…広聴広報課広聴担当・℡内線2121

総務部 １件
市民部 １件
保健福祉部 ２件
環境部 １件
上下水道局 ２件
合計 ７件

福祉 １件
環境・衛生 １件
市職員 ２件
その他 １件
合計 ５件

■
分
野
別
件
数

■
所
管
別
件
数

＊複数の所管・分野に関連する苦情申し立てがあるため、受
け付け件数とは一致しません。

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●第９回川越市介護保険事業計画等推進委員会 介護保険課計画担当・℡内線2563
６月27日席、午後１時30分～、本庁舎７階７ＡＢ会議室。傍聴は、当日直接会場。
●県立盲学校の学校公開 県立盲学校・℡231－2121
６月22日戚、午前９時10分～午後０時30分。対象は、視覚障害のある方とその保護者または教育関係者。詳しくは、お尋ねください。
●碩日本損害保険協会の無料相談　碩日本損害保険協会さいたま自動車保険請求相談センター・℡048－854－9463
同協会では、自動車損害賠償責任保険・任意自動車保険の請求に関する無料相談を電話で行っています。

自
営
業
者
や
年
金
所
得
者
等
、
個

人
納
付
の
皆
さ
ん
に
、「
平
成
十
七

年
度
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知

書
」
を
発
送
し
ま
す
。

同
通
知
書
の
二
ペ
ー
ジ
に
、「
所

得
・
控
除
の
明
細
書
」
が
と
じ
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

税
制
改
正
に
よ
る
個
人
住
民
税
の
主

な
改
正
点

①
配
偶
者
特
別
控
除
の
上
乗
せ
部
分

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
ま
で
は
、
配
偶
者
の
年
間
所

得
が
三
十
八
万
円
（
給
与
収
入
の
場

合
は
百
三
万
円
）
以
下
で
あ
れ
ば
、

配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
は
、

配
偶
者
に
関
す
る
控
除
は
、
配
偶
者

控
除
か
配
偶
者
特
別
控
除
の
い
ず
れ

か
に
な
り
ま
す
。

②
妻
の
均
等
割
非
課
税
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た

こ
れ
ま
で
は
、
同
一
市
町
村
内
に

住
所
が
あ
り
、
均
等
割
の
納
付
義
務

を
負
う
夫
と
生
計
が
同
じ
で
あ
る
妻

に
は
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
妻
に
も

均
等
割
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
川

越
市
の
場
合
、
所
得
金
額
が
三
十
一

万
五
千
円
（
給
与
収
入
が
九
十
六
万

五
千
円
）
以
下
の
方
に
は
、
均
等
割

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
税
課
市
民
税
第

一
係
・
℡
内
線
２
３
４
３

個
人
住
民
税
に
改
正
点
が
あ
り
ま
す

市
県
民
税
納
税
通
知
書
を

市
県
民
税
納
税
通
知
書
を

市
県
民
税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

安
心
・
便
利
な
「
こ口

〜座

ふ振

り替

」

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
市
税
＝
収
納
課
管
理
係
・
℡
内
線
２
３
８
１
▼
国
民
健

康
保
険
税
＝
国
保
年
金
課
国
保
収
納
係
・
℡
内
線
２
４
７
７

平成17年度のみ（半額課税） 平成18年度以降（全額課税）
市民税 1,500円 3,000円
県民税 500円 1,000円
合　計 2,000円 4,000円

配偶者の合計所得 平成16年度まで 平成17年度から

38万円以下
配偶者控除と

配偶者控除のみ
配偶者特別控除

38万円を超え
配偶者特別控除のみ

76万円未満

②生計が同じである妻の均等割額

①配偶者控除と配偶者特別控除

お
す
す
め
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■
市
長
に
提
案
・
デ
ュ
エ
ッ
ト
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

提案要旨（市民目安箱）
３人の子どもを育てています。所得制限で乳幼

児医療費の一部負担金を納めています。少子化の
時代に、３人の子どもを産んで社会に貢献してい
ます。もっと子育てしやすい環境にしてください。
回答
これまで、市の「乳幼児医療費支給事業」では、

小学校就学前までのお子さんの通院および入院に
係る保険診療一部負担金と、入院時の食事療養標
準負担額が支給の対象でした。また、所得が一定
額以上の家庭につきましては、１医療機関につき
１か月1,000円までは自己負担としておりまし
た。
しかしながら、お子さんが小さいうちは病気に

かかりやすく、けがも心配です。子育て中の家庭
にとって医療費の支出は大きな負担になっている
ことから、医療費助成制度の充実を望む声が大き
くなりました。
これを受けて、市では６月１日の診療分から、

所得による自己負担制度を廃止いたしました。さ
らに、入院の場合につきましては、支給の対象を
中学校卒業まで（15歳に達する日以後、最初の
３月31日まで）に拡大することといたしました。
これに伴い、名称を「乳幼児医療費支給事業」か
ら「こども医療費支給事業」に変更し、対象とな
るお子さんがいる家庭には、５月に詳しいご案内
をお送りしたところです。
なお、通院についてはこれまでと同様、小学校

就学前までを対象としております。
このことについては、福祉医療課福祉医療係・

℡内線2532にお尋ねください。

舟橋市長に提案 №120

子どもを産んで育てやすい環
境を作ってください

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ
ァ

ク
ス
＝
２
２
５-

２
８
９
５
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト
広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

モ
も
だ
ん
ご
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

母
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

時と
き

々ど
き

作
っ
て
ま
す
。
お
い
し
い
で
す

よ
。

前
田
ヒ
デ
子
（
的
場
）

■
広
報
川
越
か
ら

サ
ツ
マ
イ
モ
の
調
理
方
法
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
鹿
児
島
県
は
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
都
道
府
県
別
生
産
量
第
一
位
の

「
イ
モ
ど
こ
ろ
」。
お
や
つ
に
も
欠
か

私
は
サ
ツ
マ
イ
モ
が
大
好
き
で

す
。
鹿
児
島
県
生
ま
れ
で
す
。

子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

は
毎
日
食
べ
ま
し
た
。

①
海
か
ら
塩
水
を
く
ん
で
、
塩
水
で

煮
て
食
べ
ま
す
。

②
サ
ツ
マ
イ
モ
を
一
口
大
に
切
っ
て

た
き
込
み
ご
飯
に
し
ま
す
。

③
サ
ツ
マ
イ
モ
と
も
ち
米
又ま

た

は
も
ち

と
一い

っ

緒し
ょ

に
煮
て
、
ね
り
ダ
ン
ゴ
に
し

て
き
な
粉
を
ま
ぶ
し
ま
す
。「
ね
っ

た
い
ぼ
」
と
言
っ
て
ま
す
。
干
し
イ

せ
な
い
食
材
で
、
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
食
べ
方
が
あ
る
よ
う
で
す
。

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

さ
つ
ま
い
も
の
思
い
出
と
云い

っ

た
ら
、
子
供
の
頃
に
私
が
良よ

く
や
き
い
も
屋
さ
ん
が
来
ま
す
と
、

母
に
お
金
を
も
ら
い
、
小
さ
な
屋
台

を
ひ
い
て「
ほ
か
ほ
か
の
や
き
い
も
」

と
、
ど
な
り
な
が
ら
売
り
歩
い
て
来

た
お
ぢじ

さ
ん
か
ら
買
っ
て
い
た
頃
を

思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
頃
は
、
一
セ

ン
か
二
セ
ン
で
し
た
。
午
後
二
時
か

三
時
に
毎
日
来
た
も
の
で
す
。

今
、
私
も
、
八
十
八
才
を
迎
え
、

老
人
ホ
ー
ム
に
お
世
話
に
な
り
元
気

に
す
ご
し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
や

き
い
も
で
し
た
ね
。
わ
す
れ
る
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
一
部
省
略
）

倉
田
ア
イ
（
今
福
）

■
広
報
川
越
か
ら

焼
き
芋
の
思
い
出
の
お
便
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
倉
田
さ
ん

同
様
、「
や
っ
ぱ
り
焼
き
芋
が
い
ち

ば
ん
！
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
素
朴

な
甘
味
が
た
ま
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

早
く
も
秋
の
収
穫
の
時
期
が
楽
し

み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
と
し
の

秋
は
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ツ
マ
イ
モ
料

理
が
楽
し
め
そ
う
で
す
。

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け

ま
し
た
。
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男
女
共
同
参
画
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

男
女
共
同
参
画
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

男
女
共
同
参
画
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

６
月
23
日
斥
〜
29
日
戚
は
、
男
女
共

同
参
画
週
間
で
す

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合

い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
。

こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

向
け
、
平
成
十
三
年
度
に
国
は
、
六

月
二
十
三
日
か
ら
の
一
週
間
を
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」と
定
め
ま
し
た
。

こ
と
し
の
標
語
は
「
ゆ
め
育
て
人

を
育
て
る
共
同
参
画
」。
こ
の
時
期

に
は
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

次
の
と
お
り
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

講
師
…
中
央
大
学
教
授
・
広ひ

ろ

岡お
か

守も
り

穂ほ

さ
ん
　

テ
ー
マ
…
「
妻
が
僕
を
変
え
た
日
」

日
時
…
７
月
４
日
席
、
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
（
開
場
＝
午
後
１
時
30

分
〜
）

会
場
…
や
ま
ぶ
き
会
館
　

定
員
…
先
着
五
百
人
　

申
し
込
み
…
６
月
15
日
戚
か
ら
、
整

理
券
を
公
民
館
・
女
性
会
館
・
男

女
共
同
参
画
課
（
本
庁
舎
３
階
）

で
配
布

＊
手
話
通
訳
・
託
児
（
二
歳
以
上
）

が
あ
り
ま
す
。
託
児
希
望
者
は
、
六

月
二
十
七
日
席
ま
で
に
男
女
共
同
参

画
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
男
女
共
同
参
画
課
男

女
共
同
参
画
担
当
・
℡
内
線
２
４

４
１

最
近
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り
す

ま
し
て
住
民
異
動
届

と
ど
け

な
ど
が
提
出

さ
れ
る
と
い
う
虚
偽
の
届
け
出
事
件

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
七
月
一
日
昔
か
ら
住

民
異
動
届
や
住
民
票
申
請
の
際
、
運

転
免
許
証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る
届
け

出
・
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状
の
提

出
と
合
わ
せ
て
代
理
人
の
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
虚
偽
の
届
け
出
・
申
請

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
住
民
基
本

台
帳
の
正
確
性
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
民
異
動
届
・
住
民
票
申
請

転
入
届
・
転
居
届
・
転
出
届
・
世

帯
変
更
届
・
住
民
票
の
写
し
の
交
付

申
請
な
ど
。

本
人
確
認
を
す
る
証
明
書
な
ど

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

写
真
が
添
付
さ
れ
て
い
る
官
公
署
発

行
の
証
明
書
、
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
、
介
護
保
険
証
、
社
員
証
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
…
市
民
課
窓
口
係
・
℡

内
線
２
４
５
２
　

住
民
票
異
動
の
届
け
出
な
ど
の
際
に
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を

住
民
票
異
動
の
届
け
出
な
ど
の
際
に
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を

住
民
票
異
動
の
届
け
出
な
ど
の
際
に
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を

●
７
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

今
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
免

除
申
請
（
全
額
免
除
・
半
額
免
除
・

若
年
者
納
付
猶
予
）
の
受
け
付
け
が

七
月
一
日
昔
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
保

険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
を
希
望
す

る
方
は
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
参

し
、
国
保
年
金
課
（
本
庁
舎
二

階
）
・
出
張
所
・
連
絡
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
は
、
社
会
保

険
事
務
所
で
審
査
・
決
定
し
、
結
果

通
知
が
申
請
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

免
除
申
請
は
前
年
の
所
得
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
る
た
め
、
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
申
告
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
免
除
申
請
は
、
毎
年
七
月
が
新

年
度
の
受
け
付
け
開
始
月
で
、
承
認

期
間
は
七
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
で

す
。
な
お
、
今
年
度
に
限
り
、
申
請

が
遅
れ
て
も
四
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＊
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
は
、
四

月
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

＊
申
請
者
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
い

ず
れ
か
が
失
業
し
て
い
る
場
合
は
、

該
当
す
る
方
の
離
職
票
・
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
・
退
職
証
明
書
な
ど

の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
所
得
額
の
目
安
は
、
四
月
十
日
発

行
の
広
報
川
越
・
十
一
ペ
ー
ジ
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
…
…

・
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ

て
、
老
齢
基
礎
年
金
額
が
、
全
額

免
除
の
場
合
は
三
分
の
一
に
、
半

額
免
除（
半
額
を
納
付
し
た
場
合
）

の
場
合
は
三
分
の
二
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

・
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
は
、
年
金

受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

す
が
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

・
免
除
等
を
受
け
た
期
間
は
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
要
件
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
は
追
納
で
き
ま
す

免
除
等
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

は
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
を
受
け
た

年
度
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
分
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民
年

金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
始
ま
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
始
ま
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
始
ま
り
ま
す

■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

広岡守穂さん広岡守穂さん広岡守穂さん

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
金
属
片
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
金
属
片
が
、
市
内
で
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
け
が
の
な

い
よ
う
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
道
路
環
境
整
備
課
道
路
環
境
整
備
担
当
・
℡
内
線
３
１

３
２
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学
童
保
育
室
代
替
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

学
童
保
育
室
代
替
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

学
童
保
育
室
代
替
指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

市
内
三
十
三
か
所
の
学
童
保
育
室

で
は
、
放
課
後
、
保
護
者
が
い
な
い

世
帯
の
低
学
年
児
童
を
預
か
り
、
保

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
童
保
育
室
で
人
手
が
不
足

し
た
と
き
に
、
保
育
の
手
伝
い
を
す

る
代だ

い

替が
え

指
導
員
の
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

人
出
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
学
童
保
育
室
の
近
隣
に
住
ん
で

い
る
登
録
を
し
た
方
に
連
絡
し
ま

す
。
都
合
を
確
認
し
、
支
障
の
な
い

範
囲
で
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

対
象
…
保
育
士
・
教
員
等
の
資
格
を

持
つ
方
ま
た
は
子
育
て
経
験
が
あ

る
方

時
給
…
千
円
（
交
通
費
等
は
支
給
し

ま
せ
ん
）

申
し
込
み
…
学
童
保
育
室
に
あ
る
登

録
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
学
童
保

育
係
・
℡
内
線
２
８
３
４
　

保
護
者
を
対
象
に
、「
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
」
と
し
て
保
育
料
な
ど
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
各
幼
稚
園
を
通
じ
て

配
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し

て
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
教
育
財
務
課
ま
た
は

各
幼
稚
園
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
財
務

係
・
℡
内
線
２
８
３
３
　

市
で
は
、
平
成
十
一
年
四
月
二
日

〜
同
十
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん
が
幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る

保
護
者
と
、
満
三
歳
と
な
っ
た
お
子

さ
ん
を
幼
稚
園
に
途
中
入
園
さ
せ
た

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
申
請
を
忘
れ
ず
に

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋

を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
年
内
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一

月
一
日
に
所
有
す
る
建
物
に
か
か
り

ま
す
。
こ
と
し
一
月
二
日
以
降
に
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
年
内
に
届

け
出
が
あ
れ
ば
、
来
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

登
記
を
し
て
あ
る
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
法
務
局
に
滅
失
登
記

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
店
舗
や
駐
車

場
な
ど
に
す
る
場
合
は
、
土
地
の
固

定
資
産
税
が
増
額
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
届
け
出
…
未
登
記
の

家
屋
＝
資
産
税
課
家
屋
係
（
本
庁

舎
二
階
）
・
℡
内
線
２
３
６
８
▼

登
記
し
て
あ
る
家
屋
＝
さ
い
た
ま

地
方
法
務
局
川
越
支
局
・
℡
２
４

３-

３
８
２
４

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届
け
出
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届
け
出
を

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届
け
出
を

梅雨時から夏にかけて食中毒が多発します。家
庭でも油断は禁物。チェックポイントを確認して、
家族の健康を守りましょう。

食材は安全ですか？
安心して食べるために

・なるべく新鮮な物を、食べきれる量だけ買う。
・生肉や魚介類は、水分が漏れないようにビニー
ル袋に小分けする。

正しく保存していますか？
食中毒菌は冷凍しても死にません

・冷蔵庫を過信せず、早めに食べるようにする。
・冷蔵庫に食品を詰めすぎない。

手を洗いましたか？
手には見えない食中毒菌が……

・調理の前後だけでなく、小まめに手を洗う。
・指輪や腕時計は外す。
・ばんそうこうをした指で食品に触れない。

キッチンは清潔ですか？
食中毒菌は不潔が大好き

・ごみや汚れをためない。
・まな板と包丁は、生肉・魚用と野菜用で分ける。
・調理器具は小まめに洗い、消毒する。

しっかり調理しましたか？
食中毒菌を入念に取り除く

・火を通さずに食べる生野菜や果物などは水でよ
く洗う。
・加熱して調理する食品は、生焼けを防ぎ、十分
に火を通す。
・調理中に生肉や魚から出た水分が、ほかの食材
にかからないように気を付ける。

食品を放置していませんか？
出来たてを「いただきます！」

・食卓に放置せず、すぐ食べる。
・温かい料理は65℃以上、冷たい料理は10℃以
下で食卓へ。
・温め直すときは十分に加熱する。
以上のことに注意するとともに、休養を十分に
取り、体調を整え、食中毒菌に負けない抵抗力を
養っておくことも大切です。
問い合わせ…食品・環境衛生課食品衛生係・℡
227－5103

気を付けましょう！ 食中毒

日本脳炎予防接種についてのお知らせ
日本脳炎ワクチンが原因の可能性が高い脳症が
発症したため、現在予防接種（定期）を見合わせ
ています。今後、より危険度の低いワクチンが供
給された時点で、再開する予定です。
問い合わせ…総合保健センター母子保健係・℡
229- 4123

■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

退
職
者
医
療
制
度
は
、
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
制
度
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
、
退
職
被
保
険
者
本
人

と
被
扶
養
者
の
医
療
費
の
一
部
を
社

会
保
険
制
度
か
ら
の
交
付
金
で
賄
う

制
度
で
す
。

市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
一
般

被
保
険
者
で
、
次
の
対
象
要
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
退
職

者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
十

四
日
以
内
に
、
国
保
年
金
課
（
本
庁

舎
二
階
）
・
出
張
所
・
連
絡
所
へ
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
要
件

①
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
、
老
齢

（
退
職
）
年
金
の
受
給
者
で
、
加

入
期
間
が
二
十
年
以
上

②
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
、
老
齢

（
退
職
）
年
金
の
受
給
者
で
、
加

入
期
間
が
40
歳
以
降
に
十
年
以
上

＊
た
だ
し
、
①
②
共
に
老
人
保
健
該

当
者
は
除
き
ま
す
。

＊
被
扶
養
者
と
は
、
退
職
被
保
険
者

本
人
と
同
じ
世
帯
で
、
主
に
退
職
被

保
険
者
本
人
の
収
入
に
よ
り
生
計
を

維
持
す
る
配
偶
者
（
内
縁
で
も
可
）

と
三
親
等
以
内
の
親
族
で
す
（
老
人

保
健
受
給
者
を
除
く
）。

＊
退
職
者
医
療
制
度
で
の
国
保
税
や

医
療
費
の
一
部
負
担
金
割
合
等
は
、

一
般
被
保
険
者
と
同
じ
で
す
。

職
権
に
よ
る
適
用
に
つ
い
て

市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
一
般

被
保
険
者
で
、
厚
生
年
金
等
の
年
金

支
払
者
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
退
職

者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
年
金
受

給
者
（
本
人
の
み
）
は
、
職
権
に
よ

り
退
職
被
保
険
者
へ
の
切
り
替
え
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
退
職
者
本
人
へ
の
確
認
が

必
要
な
場
合
や
被
扶
養
者
認
定
の
確

認
が
必
要
な
場
合
に
は
、
退
職
者
本

人
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
権
に
よ
る
退
職
者
医
療
制
度
の

該
当
者
に
は
「
退
職
被
保
険
者
証
」

を
送
付
し
ま
す
。
医
療
機
関
な
ど
で

受
診
す
る
と
き
は
、
送
付
さ
れ
た

「
退
職
被
保
険
者
証
」
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
保
資

格
係
・
℡
内
線
２
４
７
９

退
職
者
医
療
制
度
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

退
職
者
医
療
制
度
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

退
職
者
医
療
制
度
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

が
可
能
な
方

定
員
…
若
干
名
（
選
考
）

介
護
認
定
調
査
員

勤
務
内
容
…
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
訪
問
調
査

勤
務
期
間
…
７
月
上
旬
〜
来
年
３
月

31
日
昔
に
週
三
日
程
度
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

対
象
…
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資

格
を
持
ち
、
普
通
自
動
車
の
運
転

が
可
能
な
方

定
員
…
若
干
名
（
選
考
）

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
認
定

係
・
℡
内
線
２
５
６
５

産
休
代
替
職
員
・
介
護
認
定
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

産
休
代
替
職
員
・
介
護
認
定
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

産
休
代
替
職
員
・
介
護
認
定
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

広島平和式典への参加者募集

市では、被爆地・広島市で行われる平和祈念式典への参加者を募

集します。これは、式典への参加のほか、平和資料館や原爆ドーム

などを見学することにより、平和の尊さを学び、平和への思いを新

たにすることを目的としています。

旅費・宿泊費等は市が負担しますが、参加費のほかにも諸雑費と

して一部経費がかかります。また、この事業の行程はすべて団体行

動です。途中からの参加・別行動はできません。過去に参加した方

の応募はご遠慮ください。

日程…８月５日昔～６日析（１泊２日） 定員…12人（抽せん）

応募資格（次の要件をすべて満たす方）…市内在住で中学生以上$

健康で団体行動ができる$７月25日席の事前研修に参加できる

参加条件…参加後に感想文（800字程度）を提出　参加費…5,000

円　宿泊…広島市内のホテル　応募方法…ハガキ（１人１枚）に住

所・氏名（ふりがな）・生年月日・年齢・職業・電話番号を明記し、

６月17日昔（消印有効）までに〒350－8601川越市役所総務課

問い合わせ…総務課総務係・℡内線2211

産
休
代だ

い

替が
え

職
員
お
よ
び
介
護
認
定

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。ど
ち
ら
も
、

六
月
二
十
日
席
ま
で
に
、
電
話
で
介

護
保
険
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

産
休
代
替
職
員

勤
務
内
容
…
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
訪
問
調
査
な
ど

勤
務
期
間
…
７
月
上
旬
か
ら
週
三
日

程
度
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

対
象
…
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資

格
を
持
ち
、
普
通
自
動
車
の
運
転
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■
ハ
ロ
ー
姉
妹
都
市
／
人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
／
自
治
会
活
動
か
ら
■

福祉事業、勉強会のために！
４月17日に、霞町自治会館・老人憩いの家の落成式が行われました。「高齢者が多いため、福祉事業の充

実を目指しています。高齢者や体の不自由な方などと、みんなでいっしょに活動できるような場にしてい

きたいです」と霞町自治会長の本
ほん

田
だ

左
そ

右
う

一
いち

さん（67歳・今
いま

福
ふく

）。また同じ日に、木野目自治会集会所・老人

憩いの家の落成式も行われました。「勉強会・発表会等さ

まざまな利用ができるよう、音響機器も充実しています。

自治会集会所が地域文化の発祥の場となるようにしてい

きたいです」と木野目自治会長の大
おお

河内
こ う ち

裕
ゆう

之
じ

さん（63歳）。

暮らし広がる

自治会活動から

地域の

差
別
と
区
別
の
違
い
と
い
う
の
は
、

あ
る
意
味
で
違
い
を
前
提
に
し
て
、
当

事
者
が
納
得
の
い
く
合
理
的
な
理
由
の

つ
く
扱
い
の
違
い
、こ
れ
が
区
別
で
す
。

合
理
的
な
理
由
の
つ
か
な
い
、
納
得
の

い
か
な
い
取
り
扱
い
の
違
い
、
こ
れ
が

差
別
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

日
本
で
も
女
性
に
対
す
る
差
別
を
解

消
す
る
た
め
に
、
日
本
で
は
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
言
う
よ
り

も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
言
っ

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
女
性
に
対
す
る

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
と
し

て
、
一
定
の
枠
を
決
め
て
女
性
が
社
会

的
に
進
出
し
や
す
い
よ
う
に
す
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
被
差
別
部
落
出
身
者
、

あ
る
い
は
北
海
道
を
中
心
に
ア
イ
ヌ
民

族
の
人
た
ち
が
い
て
、
こ
れ
ま
で
差
別

に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
人

た
ち
に
対
し
て
、
あ
る
程
度
差
別
を
解

消
す
る
た
め
の
是
正
措
置
を
す
る
こ
と

も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
考
え
て
も
い
い

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
被
差

別
部
落
出
身
の
人
た
ち
に
対
す
る
差
別

に
つ
い
て
は
、
逆
に
そ
う
す
る
と
誰
が

出
身
者
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
る
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
ま
た
逆

に
差
別
の
問
題
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
今
は

少
な
く
と
も
同
和
問

題
に
つ
い
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
と
い
う
考
え
方
は
、
は
っ
き
り
と
主

張
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ア
イ
ヌ

民
族
に
つ
い
て
は
一
部
出
て
き
て
お
り

ま
し
て
、
特
に
国
会
議
員
の
議
席
の
中

に
、
ア
イ
ヌ
民
族
出
身
者
の
席
を
設
け

る
べ
き
だ
と
い
う
よ
う
な
主
張
が
一
部

で
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
そ
う

い
う
考
え
方
を
場
合
に
よ
れ
ば
認
め
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な
場
合
で

あ
っ
て
も
、
当
事
者
と
よ
く
話
し
合
い

を
し
て
、
当
事
者
が
望
む
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
一
方
的
に
押
し
つ
け
た
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
逆
に

問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
人
権
の
問
題
に
つ
い
て
の

考
え
方
に
少
し
で
も
参
考
に
な
る
お
話

に
な
れ
ば
た
い
へ
ん
幸
せ
だ
と
思
い
ま

す
。

（
終
わ
り
）

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

日
本
の
人
権
、
世
界
の
人
権
⑫

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
昨
年
二
月
に
中
央
大
学
教
授
・
横よ
こ

田た

洋よ
う

三ぞ
う

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、
人

権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
生
涯
学
習
課
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 生

涯
学
習
課
人
権
教
育
係

℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
２
８
４
６

「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」。
こ

の
こ
と
ば
は
「
農
山
漁
村
な
ど
に

長
期
滞
在
し
、
そ
の
地
域
の
人
々

の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
り
、
自
然

や
文
化
に
触
れ
た
り
し
な
が
ら
地

元
の
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

中
札
内
村
（
北
海
道
）
で
は
、

平
成
十
五
年
十
二
月
に
村
民
有
志

三
十
二
人
、
村
農
業
委
員
会
・
農

協
・
商
工
会
・
農
業
活
性
化
研
究

所
の
四
団
体

が
参
加
し
、

村
民
を
中
心

と
し
た
新
し

い
組
織
で
あ

る
「
中
札
内

村
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
住
民
会

議
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

こ
の
住
民

会
議
で
、
十

年
後
に
は
体
験
型
・
滞
在
型
観
光

で
年
間
三
十
万
人
の
観
光
客
を
受

け
入
れ
た
い
と
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
村
内
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
源
を
掘
り
起
こ
し
て
、

一
つ
一
つ
形
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

中
札
内
村
に
は
、
北
海
道
を
代

表
す
る
先
駆
的
有
機
農
業
が
あ
り

ま
す
。
村
の
中
を
見
渡
す
と
、
い

た
る
所
に
す
ば
ら
し
い
農
村
景
観

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
雄
大
な
日

高
山
脈
を
望
む
景
観
が
あ
り
、
日

本
有
数
の
清
流
「
札
内
川
」
が
流

れ
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
村

内
の
農
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て

も
ら
い
、
季
節
に
応
じ
た
魅
力
あ

る
中
札
内
村
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

中
札
内
村
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
自
然
の
中
で
、

新
し
い
自
分
を
発
見
で
き
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

中
なか

札
さつ

内
ない

村
むら

中
札
内
村
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
際
交
流
課
国
際
交
流
担
当
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
２
１
４
２

ジャガイモジャガイモジャガイモ畑が広がる中札内村の風景畑が広がる中札内村の風景畑が広がる中札内村の風景

中
札
内
村
で
は
、
農
業
・
自
然
・
人
材
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、
体
験
型
・

滞
在
型
観
光
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

木野目自治会集会所木野目自治会集会所木野目自治会集会所霞町自治会館霞町自治会館霞町自治会館
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健康
アドバイス

保
健
予
防
課
感
染
症
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
２

感
染
症
を
予
防
し
、
楽
し
い
夏
を

■
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
／
消
費
生
活
レ
ポ
ー
ト
／
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
に
■

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
に

流
行
す
る
感
染
症
は
、
主
に
小
さ
な
お
子

さ
ん
が
発
病
す
る
病
気
が
非
常
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
流
行
を
食
い
止
め
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
予
防
策
を
き
ち
ん
と
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

①
手
洗
い
と
う
が
い
を
徹
底
す
る
こ
と

が
、
ど
の
よ
う
な
感
染
症
の
予
防
に
お

い
て
も
基
本

で
す
。
手
の

指
と
指
の

間
、
特
に
物

を
つ
ま
ん
だ

毎
年
六
月
ご
ろ
か
ら
流
行
が
始
ま
る
病

気
と
し
て
は
、
手
足
口
病
、
ヘ
ル
パ
ン
ギ

ー
ナ
、
咽い

ん

頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
主
に
夏
か
ぜ
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。

手
足
口
病
は
、
昨
年
県
内
で
は
小
規
模

で
す
が
流
行
し
、
患
者
は
一
歳
〜
五
歳
が

79
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
も
昨
年
の
流
行
は
そ

れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
や
は
り
、
患
者
は
一
歳
〜
五
歳

が
81
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

咽
頭
結
膜
熱
は
昨
年
過
去
最
大
の
流
行

と
な
り
、
患
者
は
一
歳
〜
六
歳
が
78
・
５

昨
年
、
県
内
で
自
動
車
乗
車
中
の
事
故
に
よ
り

亡
く
な
っ
た
方
は
九
十
一
人
。
そ
の
う
ち
五
十
五

人
（
約
60
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
十
五
人
の
う
ち
二

十
三
人
（
約
41
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
れ
ば
命
が
助
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ど
の
座
席
に
座
っ
て
も
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
昨
年
八
月
に
、
市
で
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
の
は
、

全
体
の
約
63
パ
ー
セ
ン
ト
。
し
か
し
、
正
し
い
方

法
で
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
の
は
少
な
く
、
全
体

の
約
36
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
車
中
に
あ
る
の
に
着

用
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
、
全
体
の
13
パ
ー
セ
ン

ト
で
し
た
。
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
し
っ
か
り
と
取
り
付
け
、
正

し
く
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
七
月
と
八
月
の
二
か
月
間
、「
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

大
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
率
向
上
を
図
る
た
め
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
総
合
交
通
政
策
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

命
の
ベ
ル
ト
き
ち
ん
と
締
め
て
い
ま
す
か
！

総
合
交
通
政
策
課
交
通
安
全
指
導
係

℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
３
２
６
５ 36

最近、ペットを飼う家庭が増えています。しかし、
ペット購入に関する相談も増えています。「購入前に
想像していたより、動物の扱いが難しくて飼い続けら
れない」「血統証明書（血統書）が送られてこない」
「購入後すぐに伝染性の病気であることがわかったが、
販売店が責任を取らない」などです。
消費者へのアドバイス
まず、生き物を飼育する責任を忘れないようにしま
しょう。動物愛護管理法には、ペットの所有者・占有
者の適正な飼育・保管についての責務規定がありま
す。
購入の際には、下記の点に注意をしてください。
①販売店を選ぶ
店内の動物や衛生状況等を見きわめたうえで、信頼
のできる販売店を選びましょう。健康であることを確
認し、飼育方法の詳しい説明を聞きましょう。
②契約書を確認する
ペットは法律上、「物」としての扱いになります。

購入時に、きちんと契約を交わしましょう。契約前に
書面をよく読んで検討することが、トラブルを避ける
ことにつながります。
③血統証明書の意味について考える
血統証明書はどのような親から生まれたかを示して
いるだけで、健康や価値の証明ではありません。

＊　　　　＊　　　　＊

■消費生活相談
生活情報センターおよび市民相談室分室で行ってい

ます。日時等、詳しくは毎月25日発行の広報川越・

市民相談案内をご覧ください。

問い合わせ…生活情報センター（脇
わき

田
た

町
まち

105・アト
レ６階）・℡226ー7066

消消費費生生活活レレポポーートト　　112244
ペット購入の心構え

り
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
な
ど
で
日
常
生

活
上
よ
く
使
う
親
指
・
人
差
し
指
は
、

て
い
ね
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
手
の
甲

も
忘
れ
ず
に
！

②
水
泳
の
前
と
後
に
は
、
手
洗
い
・
う
が

い
・
シ
ャ
ワ
ー
浴
を
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う
。
タ
オ
ル
の
共
用
は
避
け
ま
し

ょ
う
。

③
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を
と
っ
て
、
常
に

免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大
事
で

す
。

④
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
無
理
せ
ず
休
養

を
取
っ
て
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。



13 広報川越 №1104 2005－６／10

■
み
ん
な
の
作
文
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
／
お
し
ゃ
べ
り
倶
楽
部
■

短
　
歌

四
元
仰
・
選

い
く
ば
く
の
残ざ

ん

生せ
い

な
り
や
新
し
き
眼
鏡
買
わ
ん
か
否
か
と
迷
う

大
川
ふ
じ(

下
小
坂)

毎
月
の
医
療
費
か
さ
む
わ
が
暮く

ら

し
に
老
人
医
療
の
通
知
書
来
た
る

大
槻
和
子(

霞
ケ
関
東
三
丁
目)

寒
き
冬
を
乗
り
越
え
芽
吹
く
花
の
芽
に
己
の
弱
さ
を
恥
じ
る
春
の
日

金
子
法
子(

旭
町
二
丁
目)

つ
る
ば
ら
の
匂に

お

い
沈
め
て
日ひ

照で
り

雨あ
め

降
る
こ
の
道
を
傘
さ
さ
ず
行
く

鈴
木
キ
ヌ
子(

霞
ケ
関
北
二
丁
目)

非
常
食
期
限
切
れ
に
て
取
り
替
え
つ
次
回
も
無む

駄だ

に
な
る
こ
と
願
い
て

寺
田
貞
二(

仙
波
町
二
丁
目)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

無む

量
り
ょ
う

寿じ
ゅ

の
寺じ

苑え
ん

を
包
む
花
明あ

か

り

田
口
晨
一(

南
通
町)

鶯
や
行
程
八
里
の
な
か
ば
来き

て

中
村
潤
子(

霞
ケ
関
北
三
丁
目)

春
長

ち
ょ
う

江こ
う

戦
跡
め
ぐ
る
杖つ

え

な
り
し

藤
井
善
男(

笠
幡
）

触
る
る
た
び
露つ

ゆ

の
零こ

ぼ

る
る
山
路
か
な

山
根
正
裕(

末
広
町
一
丁
目
）

山
葵

わ

さ

び

田だ

の
流
れ
も
青
し
峠
道

平
田
泰
次(

元
町
二
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

梅
雨
晴
れ
に
フ
ル
回
転
の
洗
濯
機

武
島
征
一
郎(

今
福)

快
い
散
歩
の
後あ

と

の
旨う

ま

い
お
茶

小
久
保
良
種(

西
小
仙
波
町
二
丁
目)

お
互
い
に
明
る
く
く
ら
す
褒ほ

め
言こ

と

葉ば

樽
見
義
雄(

石
原
町
二
丁
目)

お
ふ
く
ろ
の
味
は
誰
に
も
真ま

似ね

出で

来き

ず

我
妻
信
子(

砂)

晴
れ
女
梅
雨
の
晴
れ
間
の
す
て
き
旅

本
間
四
郎(

旭
町
三
丁
目)

応募方法（８月掲載分は６月30日斥必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

今
月
六
日
、
私
た
ち
は
、
古
谷

東
小
学
校
の
な
か
よ
し
遠
足
で
、

「
伊
佐
沼
冒
険
の
森
」
ま
で
歩
い

て
行
き
ま
し
た
。

「
な
か
よ
し
遠
足
」
と
は
、
学
年

は
関
係
な
く
だ
れ
と
で
も
な
か
よ

く
で
き
る
よ
う
に
あ
る
活
動
で

す
。
私
は
今こ

年と
し

六
年
生
に
な
っ
て

か
ら
な
か
よ
し
グ
ル
ー
プ
の
班
長

に
な
り
ま
し
た
。

な
か
よ
し
遠
足
当
日
、
今
に
も

雨
が
ふ
り
そ
う
な
天
気
で
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
同
じ
班
の
人
と

い
っ
し
ょ
に
伊
佐
沼
に
む
け
て
出

発
し
ま
し
た
。

一
年
生
が
一
人
で
歩
い
て
い
た

の
で
、
私
は
、
ど
う
に
か
し
て
、

話
す
事こ

と

を
必
死
に
歩
き
な
が
ら
考

え
て
ま
し
た
。
考
え
つ
い
た
言こ

と

葉ば

は
、

「
伊
佐
沼
ま
で
、
歩
い
て
行
っ
た

事
あ
る
？
」

だ
け
で
し
た
。

一
年
生
は
、

「
う
ん
。」

と
言
っ
て
、
私
は
話
が
終
わ
っ
た

と
思
っ
た
ら
、

「
け
ど
ね
、
と
中
か
ら
車
で
行
っ

た
ん
だ
。
だ
か
ら
、
全
部
歩
く
の

は
初
め
て
な
ん
だ
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
一
年
生
の
方ほ

う

か
ら
、
色い

ろ

々い
ろ

と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
伊
佐
沼
に

つ
い
て
か
ら
お
か
し
を
交
か
ん
す

る
約
束
も
し
ま
し
た
。

伊
佐
沼
に
つ
い
て
、
一
年
生
が

遊
び
に
行
こ
う
と
私
の
手
を
ひ
っ

ぱ
っ
て
、
ア

ス
レ
チ
ッ
ク

へ
行
き
ま
し

た
。
そ
の
時

は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た

で
す
。

今
年
の
な
か
よ
し
遠
足
は
昨
年

よ
り
他ほ

か

の
学
年
の
子
と
な
か
よ
く

な
れ
て
、
班
長
と
し
て
も
安
全
を

考
え
て
活
動
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
最
後
の
な
か
よ
し
遠
足
は
、

六
年
間
行
っ
た
中
で
一い

ち

番ば
ん

楽
し
か

っ
た
で
す
。
ま
だ
な
か
よ
し
グ
ル

ー
プ
活
動
が
あ
る
の
で
班
長
と
し

て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

最
後
の
な
か
よ
し
遠
足

古
谷
東
小
学
校
六
年
　
　
　
遠え

ん

藤ど
う

恵め
ぐ
み

市内を自転車で走っていたら、城下
公園で赤い葉を見つけました。この時
期に赤い葉は珍しいので調べてみる
と、バラ科カナメモチ属のセイヨウベ
ニカナメモチ、学名「レッド・ロビン」
の新芽でした。カナメモチとオオカナ
メモチの交配種です。カナメモチより
新芽の赤が鮮やかで、葉のギザギザが
なめらかなのが特徴です。５月～６月
には、１センチほどの白い花が密集し
て咲きます。赤い葉と白い花の織り成
す色合いがきれいです。
成長が早くて病気に強いため、育て
やすく、最近は生け垣などに人気があ
るようです。草木の緑が盛りになって
いくこの時期に、遠くからも赤い葉が
際立って見えました。

セイヨウベニカナメモチ

194

う
ぐ
い
す
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■
表
通
り
裏
通
り
■

じ
ゅ
げ
む
①
…
…
寿
限
無
と
は
？

平
成
十
五
年
七
月
に
創
立
し
た
川

越
寿
限
無
。
落
語
の
「
じ
ゅ
げ
む
」

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
チ
ー
ム
名
に

は
、
長
い
名
前
に
あ
や
か
っ
て
長
い

命
を
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
選
手
は
ほ
と
ん
ど
が
同
七

年
に
創
立
し
た
六
十
歳
以
上
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
川
越
ア
ン
セ
ル
」

の
出
身
者
で
す
。
選
手
全
員
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
経
験
年
数
は
二
十
年
以

上
。
ち
な
み
に
チ
ー
ム
の
最
高
齢
は
、

七
十
三
歳
で
す
。

じ
ゅ
げ
む
②
…
…
体
が
資
本
！

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
た
め

に
、
体
調
管
理
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

練
習
の
な
い
日
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
欠
か
さ
な

い
と
い
う
方

も
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
お

か
げ
で
健
康

な
体
を
維
持

で
き
る
だ
け

で
な
く
、
同

年
代
の
仲
間

も
増
え
た
そ
う
で
す
。

練
習
は
毎
週
日
曜
日
、
午
前
九
時

か
ら
正
午
ま
で
の
三
時
間
行
わ
れ
ま

す
。
初
め
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き

で
、
軽
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ

チ
。
そ
の
あ
と
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

か
ら
ノ
ッ
ク
へ
と
練
習
は
進
み
ま

す
。
練
習
が
進
む
に
つ
れ
、
皆
さ
ん

の
動
き
が
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
は

つ
ら
つ
と
し
た
も
の
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

じ
ゅ
げ
む
③
…
…
試
合
は
本
気
！

五
月
八
日
、
川
越
ア
ン
セ
ル
と
の

練
習
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年

の
経
験
か
ら
か
、「
こ
こ
ぞ
」
と
い

う
場
面
で
は
集
中
力
を
発
揮
。
ほ
と

ん
ど
ミ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

時
に
は
笑
い
声
が
わ
き
起
こ
り
ま

す
。
本
気
で
や
り
な
が
ら
も
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
。

こ
の
日
は
五
回
ま
で
の
練
習
試
合
を

二
度
行
い
ま
し
た
。
二
試
合
と
も
川

越
寿
限
無
の
打
線
が
好
調
で
、
序
盤

で
作
っ
た
リ
ー
ド
を
川
越
ア
ン
セ
ル

が
追
い
か
け
る
と
い
う
展
開
に
な
り

ま
し
た
が
、
最
後
は
川
越
寿
限
無
が

逃
げ
切
り
ま
し
た
。

じ
ゅ
げ
む
④
…
…
楽
し
む
こ
と

四
月
二
十
三
日
に
県
内
十
四
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
争
わ
れ
た
「
第
五
回
関
東
ハ
イ
シ

ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
埼
玉
県
予

選
」。
川
越
寿
限
無
は
、
松ま

つ

戸ど

市
で

行
わ
れ
る
関
東
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。
意
気
込
み
を
聞
い
た
と

こ
ろ
「
や
る
か
ら
に
は
勝
た
な
い
と

お
も
し
ろ
く
な
い
か
ら
ね
」
と
監
督

の
小こ

林ば
や
し

輝て
る

夫お

さ
ん
（
73
歳
・
小こ

仙せ
ん

波ば

町ま
ち

五
丁
目
）。

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
も
っ
と

楽
し
む
た
め

に
、
勝
利
を

目
指
し
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な

表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

川越寿限無のユニフォームはありません。県予選は川越アンセルのユニフォームで出場しました川越寿限無のユニフォームはありません。県予選は川越アンセルのユニフォームで出場しました川越寿限無のユニフォームはありません。県予選は川越アンセルのユニフォームで出場しました
写真は県予選終了直後、関東大会出場の認定書を手にしています写真は県予選終了直後、関東大会出場の認定書を手にしています写真は県予選終了直後、関東大会出場の認定書を手にしています

ハ
イ
な

シ
ニ
ア
が

勢
ぞ
ろ
い
！

川
越
寿じ

ゅ

限げ

無む

は
、
市
内
で
唯
一
の
「
ハ
イ
シ
ニ
ア
」
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
。
ハ
イ
シ
ニ
ア
と
は
、
六
十
八
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー

ム
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
気
持
ち
も
体
も
「
ハ
イ

（
元
気
）」
な
集
団
で
す
。



川越市の面積は109.16km2
まちのできごと 109

ト ー ク

パレット

新河岸川をゆったりと
５月１日、新河岸川観光舟運の実現に向けて、濯

紫公園（喜
き

多
た

町
まち

）周辺で試験運航が行われました。

午前11時から午後２時30分の間に、約1,000人の

方が乗船。乗船した皆さんからは「楽しかった」

「もっと長く乗ってみたい」「舟から見た景色が新鮮

だった」という声が寄せられました。通りかかった

人も、興味深そうに舟の運航を見守っていました。

大きく育ってね
４月29日、ことしで23回目を迎えた苗木配布が

行われました。川越駅西口噴水広場では、市の花ヤ

マブキなど６種類、500本の苗木を用意。受け取っ

た人は「毎回楽しみ」「大きく育てます」とうれし

そうに話していました。中にはどれにしようかとし

ばらく迷う人も。市民の皆さんに大切に育てられ、

成長した姿を見るのが今から楽しみですね。

家族連れの皆さんに家族連れの皆さんに家族連れの皆さんに
好評でした好評でした好評でした
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■
表
通
り
裏
通
り
■

子
ど
も
た
ち
に
、
盆
踊
り

の
太
鼓
を
た
た
い
て
も
ら
お

う
と
発
足
し
た
、楽
鼓
の
会
。

子
ど
も
た
ち
が
、
民
謡
や
ポ

ッ
プ
ス
・
ラ
テ
ン
な
ど
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
、
太
鼓
を
た

た
く
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の

演
奏
方
法
を
始
め
た
の
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
で

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
に
合
わ

せ
て
太
鼓
を
演
奏
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

月
越
小
学
校
で
毎
週
行
わ

れ
て
い
る
練
習
で
は
、
威
勢

の
い
い
か
け
声
と
、
太
鼓
の
音
が
学
校
中
に
響
き
ま
す
。

ほ
か
の
子
の
演
奏
中
も
、
み
ん
な
で
太
鼓
を
た
た
く
ま
ね

を
し
て
、
体
で
リ
ズ
ム
を
覚
え
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

楽
鼓
の
会
は
、
市
内
の
催
し
な
ど
で
、
年
間
二
十
回
以

上
の
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
緊
張
す
る
け
ど
楽
し
み
」

「
ま
ち
が
え
な
い
で
演
奏
で
き

た
と
き
が
、
い
ち
ば
ん
う
れ
し

い
」
と
、
元
気
に
話
す
子
ど
も

た
ち
。
こ
と
し
の
川
越
百
万
灯

夏
ま
つ
り
で
も
、
演
奏
す
る
予

定
で
す
。

初は
つ

雁か
り

流り
ゅ
う

・
楽
鼓

ら

っ

こ

の
会

人

川

越
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最初に並んだ方に苗最初に並んだ方に苗最初に並んだ方に苗
木を手渡す舟橋市長木を手渡す舟橋市長木を手渡す舟橋市長

リズムがそろっていますリズムがそろっていますリズムがそろっています

５月１日、伊佐沼公園で行われた「太鼓の響き IN カワゴエ」５月１日、伊佐沼公園で行われた「太鼓の響き IN カワゴエ」５月１日、伊佐沼公園で行われた「太鼓の響き IN カワゴエ」

ミニバスで友情の懸け橋
新潟県中越地震で被災したミニバスケットボールチ

ームに義援金を送る、募金活動の中心となった南古谷

アクロスと川越エルフ。今回は南古谷アクロスが、長
なが

岡
おか

市の上川西ミニバスクラブから招待されました。５

月14日・15日に、義援金を送った48チームのうち４

チームと交流試合で対戦。地震に負けず元気に走り回

る子どもたちと、コート上で交流を深めました。
小千谷スーパーソニックスと、
試合会場で記念撮影

南古谷アクロスから上川西ミニバ
スクラブ（右）に、激励の言葉を
書いた色紙が手渡されました



市
立
美
術
館
で
行
わ
れ
て
い
る

特
別
展
、
「
巨
匠
た
ち
の
パ
レ
ッ

ト
＆

ア
ン
ド

絵
画
展-

梅
原
、
安
井
か
ら

ピ
カ
ソ
、
ダ
リ
ま
で-

」
に
出
か
け

ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
パ
レ

ッ
ト
が
ど
の
よ
う
に
展
示
さ
れ
て

い
る
の
か
気
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

国
内
二
十
九
人
の
画
家
に
加
え
、

ピ
カ
ソ
と
ダ
リ
の
作
品
・
パ
レ
ッ

ト
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
パ
レ
ッ
ト
を

見
て
い
く
と
、
画
家
そ
れ
ぞ
れ
の
使
う
色
彩
が
絵
だ
け
で
は
な
く
、

パ
レ
ッ
ト
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
ま
り
見
る
機
会
の

な
い
パ
レ
ッ
ト
に
あ
る
絵
の
具
の
色
と
絵
の
色
を
見
比
べ
て
み
る
の

も
鑑
賞
方
法
の
一
つ
か
も
、
と
感
じ
さ
せ
ま
す
。

展
示
さ
れ
て
い
る
パ
レ
ッ
ト
の
中
に
は
、
パ
レ
ッ
ト
に
絵
が
描
か

れ
て
い
る
物
が
あ
り
ま
す
。
使
っ
て
い
た
絵
の
具
の
跡
を
う
ま
く
利

用
し
て
い
て
、
一
つ
の
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
写
真
に
あ
る
里さ

と

見み

勝か
つ

蔵ぞ
う

の
ほ
か
、
東と

う

郷ご
う

青せ
い

児じ

の
パ
レ
ッ
ト
に
は
女
性
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

特
別
展
「
巨
匠
た
ち
の

パ
レ
ッ
ト
＆
絵
画
展-

梅

原
、
安
井
か
ら
ピ
カ
ソ
、

ダ
リ
ま
で-

」
は
、
六
月

十
九
日
隻
ま
で
市
立
美
術

館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
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ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

TV わが街川越　番組ガイドTV わが街川越 番組ガイドTV わが街川越 番組ガイド
み
ど
り
の
し
ず
く

〜
河か

わ

越ご
え

茶
が
で
き
る
ま
で
〜

か
つ
て
川
越
が
、
茶
の
産
地
と
し
て
有

名
だ
っ
た
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
川
越

と
茶
の
か
か
わ
り
や
、
茶
摘
み
の
様
子
・

製
造
工
程
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題
は
、
蓮れ

ん

馨け
い

寺じ

で
行
わ
れ
た
花

ま
つ
り
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

テプコケーブルテレビ（９ch）
６月20日席～26日隻
午前６時30分～・午後０時30分～・午後４時30分～・午後７時30分～・午後９時30分～

テレビ埼玉（38ch） 毎月第１・第３土曜日とその翌日の日曜日に放映

６月18日析／午前９時30分～９時40分
６月19日隻／午後５時30分～５時40分

川越ケーブルテレビ（15ch）
６月17日昔まで　
午前９時20分～・午後０時45分～・午後４時20分～・午後５時45分～・
午後８時45分～（金～日曜日）・午後10時50分～（月～木曜日）

＊変更になることがあります。あらかじめご了承ください。
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さ
つ
ま
い
も
伝
来
四
百
年
記
念

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
紅
ち
ゃ
ん
」

表紙　
カキツバタ（笠

かさ

幡
はた

）

ちらほらと顔をのぞかせているカ

キツバタ。この広報が市民の皆さん

に届くころには、ハナショウブも見

ごろを迎えるそうです。

子どもたちの茶摘み体験（５月14日・上戸）

里
見
勝
蔵
の
パ
レ
ッ
ト

周
囲
の
絵
の
具
が
額
縁
の
よ
う
に
見
え
ま
す

館内の様子館内の様子館内の様子

こ
と
し
は
、
さ
つ
ま
い
も
が
日
本
に
伝

来
し
て
四
百
年
目
に
当
た
り
ま
す
。


